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2022年度に「卒業時に身につけるべき知識・能力・態度（DP）」を中心に整備
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1年生 2年生 3年生 4年生 卒業後3年 卒業後5年 卒業後10年

入学時学生意識調査

入学時調査 在学時調査 卒業時調査 卒業後調査

DPの能力
• 知っている
• 身につけたい

• 能力が伸びた
• もっと伸ばしたい

• 能力が伸びた
• もっと伸ばしたかった

• 身についた
• 社会に必要な能力だと思う

学生生活等

• 居住形態・経済状況
• 両親の最終学歴
• 学生生活で期待すること
• 学生生活で不安なこと

• 学生生活で不安なこと
• 正課内外での活動時間
• キャリア意識

• 就職活動の振り返り
• 転職経験の有無
• 現在の就労状況
• 現在の経済状況

満足度等
• 志望順位
• 入学動機
• 媒体接触

• 施設・設備・支援体制の満足度
• 薦めたい授業・要改善の授業
• 上智大学の推奨度（NPS）

• 上智大学の推奨度（NPS）
• 現在の就労先の満足度
• 上智大学の推奨度（NPS）

在学時学生実態調査 卒業後動向実態調査

卒業時成長実感調査



2024年2月15日（木）～3月24日（日）に実施。
対象者数5,556名に対して有効回答者数は986件。回答率は17.7％。
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DPについて、卒業から年がたつと「身についたと思う」が低下する。
「身につけるべきものだと思う」が「身についたと思う」を大きく上回る。
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DPが「身についたと思う」は学部によって差があるが、
「身につけるべきものだと思う」は学部間の差がほとんどなく高スコア。
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DPにないが必要な能力があると回答した卒業生は３割強。学部によって差がある。
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コミュニケーション能力 他者と効果的に対話し、意見を交換する能力。

論理的思考力 問題を分析し、合理的な結論を導く能力。

チームワーク 他者と協力して目標を達成する能力。

異文化理解能力 異なる文化背景を持つ人々と共生し、理解を深める能力。

問題解決能力 課題に直面した際に、解決策を見つけ出す能力。

IT知識 情報技術に関する知識とその活用能力。

プレゼンテーション能力 アイデアや情報を明確に伝える能力。

交渉力 相手との交渉を有利に進める能力。

自己管理能力 自身の時間やリソースを効率的に管理する能力。

学習意欲 新しい知識やスキルを習得するための意欲と能力。

DPにないが必要な能力（生成AIによる要約）
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このページは、卒業生に聞いた、卒業後に必要な能力です。
１行にひとりぶんのデータが入力されています。
要約して、多い順に10の能力を挙げてください。



DPにないが必要な能力の多くは職務などの経験を通して身につけてきた。
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教育目標として掲げられている項目は概ね高められた。
項目によって少し差がある。
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第一志望で入学した卒業生が多く、第一志望比率は学部によって大きく差がある。
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上智大学で自分の将来に必要な学びを得ることが概ねできた。学部間の差も大きくない。
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留学経験は4割程度。
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留学理由は「海外生活を経験したい」「自国では学べないことを学びたい」
「語学力を身につけたい」が多い。
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大学での成長実感は高い。若い世代のほうが若干成長実感を感じている。
学部によっても多少の差がある。
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力を入れたことは「人との交流」がトップ。
「専門分野の勉強」「教養を身につけるための勉強」も多い。
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「力を入れたこと」の回答パタンで４クラスタに分類。
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特別入試が高活性クラスタの比率が高い。
神学部、外国語学部、FGS、FLAが高活性クラスタの比率が高い。
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「友人との人間関係」「教員」といった人間関係に関すること、
「授業内容」「カリキュラム」「語学教育」といった教学関係に関することの満足度が高い。
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推奨度について
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※ 出典：NPS®（ネットプロモータースコア）とは https://www.nttcoms.com/service/nps/summary/

上智大学を友人や同僚に薦める可能性はどれぐらいでしょうか？



全体のNPSは29.2。目標の40を超えているのは１学部のみ。
学部による差が大きい。
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推薦入試のNPSが高い。高活性クラスタのNPSが高い。
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ポジティブなコメント:

⚫ 多様な交流: 多くの卒業生が、異なる学部や文化的背景を持つ人々との交流を価値あるものとして挙げています。

⚫ 教育の質: 教授や授業の質が高く、充実した学生生活を送れたという意見が多数見られます。

⚫ 国際性: 国際的な視野を広げる機会が多く、留学支援が手厚いことが評価されています。

ネガティブなコメント:

⚫ 学閥の強さ: 学閥が社会に出てから影響力を持たないと感じる卒業生がいます。

⚫ 自由時間の不足: 勉強に多くの時間を費やす必要があり、自由に使える時間が少なかったとの声があります。

⚫ 学びの自由度: 必修科目が多く、自分の興味に沿った学びに制限を感じる卒業生もいるようです。

推奨度の理由（生成AIによる要約）
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このページのテキストは、上智大学の卒業生に聞いた「推奨度の理由」です。 
1行あたりひとりぶんのデータが入力されています。 
「推奨度: 推奨度の理由」というフォーマットで入力されています。 推奨度は0～10の11段階です。 
推奨度が高い卒業生からポジティブなコメントを、
推奨度が低い卒業生からネガティブコメントをそれぞれ3つずつ多い順に要約してください。



在学時の成長実感が高いと推奨者になりやすい。成長実感が低くても、
キャンパス環境・学生サービスに不満なく、必要な学びが得られれば推奨者になりやすい。
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転職・離職の経験は2020年卒は1/4程度。2013年卒は半数以上。
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現在の職業は卒業年によって大きな違いはない。
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理工学部は専門分野と直結した職業に就いている卒業生が多い。
神学部・外国語学部・FLAで希望の職業とのミスマッチが若干多い。
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就業形態は卒業年によって大きな差はない。
職位については卒業年に従って上昇している。
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年収も卒業年に従って上昇する。
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クラスタ別にみると、努力最小限クラスタの年収がやや高い。
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学部別にみると、法学部・経済学部。理工学部がほかの学部より年収が高い傾向にある。
FLAは二極化している。
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年収が高いとキャリアパスの満足度も高い。
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入試区分による満足度の差はない。高活性クラスタの満足度が高い。
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DPがもっとも身についたとするFLAのキャリアパスの満足度が若干低い。
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